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第２部 PR 商品一覧

　
県
商
工
会
女
性
部
連

合
会（
宮
本
正
枝
会
長
）

は
５
月
７
日
、
令
和
７

年
度
通
常
総
会
を
水
戸

市
で
開
催
し
、
事
業
計

画
・
収
支
予
算
案
な
ど

原
案
通
り
可
決
、
承
認

さ
れ
た
。

　
宮
本
会
長
は
「
令
和

７
年
度
商
工
会
女
性
部

部
員
増
強
運
動
（
加
入

強
化
期
間
・
令
和
６
年

９
月
１
日
か
ら
令
和
６

年
12
月
31
日
）、
で
都

道
府
県
商
工
会
女
性
部

連
合
会
の
部
に
お
い
て

茨
城
県
が
３
年
連
続
全

国
１
位
を
獲
得
し
た
。

部
員
増
強
運
動
（
年

間
・
令
和
６
年
４
月
１

日
か
ら
令
和
７
年
３
月

31
日
）
都
道
府
県
商
工

会
女
性
部
連
合
会
の
部

に
お
い
て
も
茨
城
県
が

１
位
を
獲
得
し
、
素
晴

ら
し
い
結
果
と
な
っ
た
。

ま
た
、
商
工
会
女
性
部

の
部（
加
入
強
化
期
間
）

で
は
、
１
位
に
坂
東
市

商
工
会
女
性
部
、
３
位

に
取
手
市
商
工
会
女
性

部
が
輝
き
、
商
工
会
女

性
部
の
部
（
年
間
）
で

は
、
１
位
に
常
陸
大
宮

市
商
工
会
女
性
部
、
２

位
に
坂
東
市
商
工
会
女

性
部
が
輝
い
た
。
こ
の

結
果
を
受
け
、
今
後
も

魅
力
あ
る
持
続
可
能
な

女
性
部
を
目
指
し
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

来
賓
で
は
、
大
井
川
和

彦
知
事
、
小
川
一
成
県

連
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ

あ
い
さ
つ
。
女
性
部
の

益
々
の
活
躍
に
期
待
と

エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　
そ
の
後
、
鹿
嶋
市
商

工
会
女
性
部
の
溝
口
部

長
を
議
長
に
選
出
し
、

議
事
が
進
め
ら
れ
、
第

１
号
議
案
「
令
和
６
年

度
事
業
報
告
及
び
収

支
決
算
の
承
認
に
つ
い

て
」
か
ら
第
４
号
議
案

「
役
員
の
補
充
選
任
に

つ
い
て
」
ま
で
、
全
議

案
と
も
全
会
一
致
で
可

決
・
承
認
さ
れ
た
。
第

４
号
議
案
に
つ
い
て
新

役
員
に
、
大
子
町
商
工

会
女
性
部
吉
原
佳
子
部

長
、
つ
く
ば
市
商
工
会

女
性
部
髙
野
喜
代
子
部

長
が
選
出
さ
れ
、
承
認

さ
れ
た
。

　
総
会
後
の
部
員
増
強

運
動
表
彰
式
で
は
、
６

商
工
会
女
性
部
が
表
彰

さ
れ
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
部

員
研
修
会
で
は
、
吉
村

千
鶴
子
先
生
（
㈱
鶴
と

学
び
）
を
講
師
に
迎
え
、

「
ス
マ
ホ
撮
影
と
Ｓ
Ｎ

Ｓ
活
用
術
～
今
す
ぐ
役

立
つ
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル

研
修
～
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
い
た
だ
い
た
。

内
33
店

舗
が
出
店

し
、
自
慢

の
品
々
を

販
売
。
美

味
し
い
食

べ
物
や
魅

力
的
な
商

品
が
並
び
、

参
加
者

は
買
い
物
を
楽
し
み
な

が
ら
、
交
流
を
深
め
た
。

レ
デ
ィ
ー
ス
カ
レ
ッ
ジ

は
大
勢
の
方
々
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
、
大
盛

況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ

た
。

　

７
月
25
日
、
つ
く
ば

市
内
に
お
い
て
、
部
員

４
２
６
名
が
出
席
し
、

「
い
ば
ら
き
レ
デ
ィ
ー

ス
カ
レ
ッ
ジ
２
０
２
５

（
第
１
回
）」を
開
催
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
女
優

の
羽
田
美
智
子
氏
を
講

師
に
迎
え
、「
自
分
ら

し
く
生
き
る
～
い
ば
ら

き
と
私
の
歩
み
～
」
と

題
し
た
講
演
会
を
開
催
。

羽
田
氏
の
温
か
い
語
り

口
と
、
茨
城
へ
の
愛
情

あ
ふ
れ
る
お
話
に
、
参

加
者
は
深
く
共
感
し
、

心
温
ま
る
時
間
を
過
ご

し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
羽
田

美
智
子
氏
も
加
わ
り
、

茨
城
県
の
特
産
品
Ｐ
Ｒ

が
行
わ
れ
た
。
各
ブ

ロ
ッ
ク
の
代
表
者
が
、

自
慢
の
特
産
品
を
熱
心

に
紹
介
し
、
会
場
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
を
見

せ
た
。

　

会
場
入
口
に
は
、
Ｐ

Ｒ
事
業
者
を
含
め
た
県

　
【
第
４
問
】
講
演
会

参
加
の
感
想

　
「
と
て
も
役
に
立
っ

た
」
59
％
「
役
に
立
っ

た
」
39
％
と
受
講
者
が

概
ね
役
に
立
っ
た
と
の

感
想
で
あ
っ
た
。

　
【
第
５
問
】
受
講
の

目
的

　
「
興
味
が
あ
っ
た
」

43
％
、「
商
工
会
の
奨

め
が
あ
っ
た
た
め
」
が

25
％
で
あ
っ
た
。

　
【
第
６
問
】
今
後
希

望
す
る
講
義
内
容

　
「
健
康
」
22
％
、「
地

域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り
」

19
％
、「
文
化
講
演
」・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

16
％
「
経
営
・
ビ
ジ
ネ

ス
教
養
・
成
功
者
体
験
」

11
％
と
続
い
た
。

　

県
女
性
連
で
は
、
今

後
も
更
な
る
女
性
の
向

上
に
役
立
つ
よ
う
、
皆

さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ

せ
た
同
事
業
の
開
催
を

目
指
す
。

　

今
回
開
催
し
た
「
い

ば
ら
き
レ
デ
ィ
ー
ス
カ

レ
ッ
ジ
２
０
２
５
」
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
次

の
通
り
。

　
【
第
１
問
】
受
講
者

の
年
齢
構
成

　

70
歳
代
46
％
で
最

も
多
く
、
次
に
60
歳
代

30
％
・
80
歳
代
15
％
・

50
歳
代
14
％
・
20
～
40

歳
代
６
％
と
続
い
た
。

　
【
第
２
問
】
受
講
者

の
身
分
構
成

　

女
性
部
役
員
41
％
と

最
も
多
く
、
次
に
女
性

部
員
35
％
、
商
工
会
会

員
等
と
続
い
た
。

　
【
第
３
問
】
女
性
部

活
動
へ
の
参
加
状
況

　
「
よ
く
参
加
し
て
る
」

75
％
・「
時
々
参
加
し

て
る
」
20
％
で
あ
っ
た
。

ほ
と
ん
ど
の
受
講
者
が

女
性
部
活
動
に
参
加
し

て
い
る
こ
と
が
確
認
で

き
た
。

い
ば
ら
き
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
レ
ッ
ジ
２
０
２
５（
第
１
回
）

茨
城
出
身
女
優
羽
田
美
智
子
氏
に
よ
る

講
演
会
を
開
催

令
和
７
年
度
県
女
性
連
通
常
総
会

令
和
７
年
度
県
女
性
連
通
常
総
会

〜
部
員
研
修
会
も
併
せ
て
開
催
〜

〜
部
員
研
修
会
も
併
せ
て
開
催
〜

部
員
増
強
運
動
表
彰

商
工
会
員 

１
０
０
０
人
以
上
の
部

最
優
秀
賞

　
常
陸
大
宮
市
商
工
会
女
性
部

優
秀
賞

　
坂
東
市
商
工
会
女
性
部

優
良
賞

　
取
手
市
商
工
会
女
性
部

商
工
会
員 

１
０
０
０
人
未
満
の
部

最
優
秀
賞

　
北
茨
城
市
商
工
会
女
性
部

優
秀
賞

　
八
千
代
町
商
工
会
女
性
部

優
良
賞

　
阿
見
町
商
工
会
女
性
部

宮本会長あいさつ

部員増強運動表彰

新役員紹介新役員紹介

常任委員
髙野　喜代子（つくば市）

常任委員
吉原　佳子（大子町）

ブロック名 商工会女性部名 出展事業所名 出展商品名

県北 常陸大宮市 三代目　伊勢屋 おかき

中央
小美玉市 （株）小美玉ふ

るさと食品公社 おみたまヨーグルト

城里町 城里にんにく本舗
黒にんにく
菊芋醤油漬け

鹿行 潮来市 和泉屋本店 ごぼう漬らっきょ
う漬、奈良漬

新筑 かすみがうら市 貝塚忠三郎商店 佃煮　各種

県南
河内町 ㈲ 秋山食品 秋山納豆、生板納豆

龍ケ崎市 龍ケ崎まいん
コロッケ販売組合

龍 ケ 崎 ま い ん コ
ロッケ

県西 桜川市 今井落花生

素焼きの落花生、
千葉半立バタピー、
おおまさり（ゆで・
煎り）

講師の羽田美智子氏

第２部　特産品一覧

物産展の様子

部
員
増
強
運
動
を
表
彰

部
員
増
強
運
動
を
表
彰

物
産
展
も
同
時
開
催
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清
美
さ
ん
、
優
良
賞

に
群
馬
県
代
表
の
星

野
松
恵
さ
ん
が
表
彰

さ
れ
た
。

　

情
報
交
換
会
に
は

茨
城
県
女
性
連
役
員

が
出
席
し
、
各
都
県

女
性
連
の
方
々
と
情

報
発
信
や
懇
談
に
よ

り
親
交
を
深
め
た
。

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
交
流
研
修
会

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
交
流
研
修
会

本
県
か
ら
笹
嶋
さ
ん

本
県
か
ら
笹
嶋
さ
ん（
那
珂
市
）

（
那
珂
市
）が
主
張
発
表
！

が
主
張
発
表
！

験
を
語
っ
た
。

　

講
演
会
は
落
語
家

で
あ
る
林
家
つ
る
子

氏
に
よ
る
「
紺
屋
高

尾
」
の
公
演
が
行
わ

れ
た
。

　

そ
の
後
の
表
彰
式

で
、
最
優
秀
賞
に
静

岡
県
代
表
の
柴
田
陽

加
さ
ん
、
優
秀
賞
に

新
潟
県
代
表
の
本
間

　

７
月
３
日
、
群
馬

県
前
橋
市
「
昌
賢
学

園
ま
え
ば
し
ホ
ー

ル
」
を
会
場
に
女
性

部
員
約
９
０
０
名
の

参
加
の
下
、
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性

部
交
流
研
修
会
が
開

催
さ
れ
、
本
県
か
ら

は
１
５
５
名
が
参
加

し
た
。

　

和
太
鼓
演
奏
者
井

上
日
出
来
氏
、
バ
イ

オ
リ
ン
演
奏
者
武
内

い
づ
み
氏
に
よ
る

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
奏

で
の
幕
開
け
と
と
も

に
開
会
式
が
行
わ
れ

た
。
群
馬
県
知
事
な

ど
の
来
賓
祝
辞
の
あ

と
、
１
都
10
県
の
女

性
部
代
表
11
名
が
主

張
発
表
を
行
っ
た
。

　

本
県
か
ら
は
茨
城

県
大
会
で
見
事
、
最

優
秀
賞
に
輝
い
た
笹

嶋
惠
津
子
さ
ん
（
那

珂
市
商
工
会
女
性

部
）
が
女
性
部
活
動

と
地
域
振
興
・
ま
ち

づ
く
り
「
農
福
学
連

携
で
育
む
ク
レ
オ
パ

ト
ラ
が
愛
し
た
花
」

と
題
し
て
、
ハ
イ
ビ

ス
カ
ス
の
一
種
で
あ

る
「
ロ
ー
ゼ
ル
」
を

使
っ
た
ジ
ャ
ム
と

ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
の
特

産
品
開
発
事
業
に
つ

い
て
発
表
し
た
。
収

穫
か
ら
ジ
ャ
ム
加
工

ま
で
を
水
戸
農
業
高

校
の
生
徒
と
、
ハ
ー

ブ
加
工
を
県
内
の
就

労
支
援
施
設
の
方
々

と
の
地
域
連
携
に
よ

り
完
成
。
そ
の
後
、

売
上
の
一
部
を
市
内

の
小
中
学
校
へ
の
寄

付
す
る
取
組
を
通
し
、

子
や
孫
、
そ
の
先
の

世
代
が
ず
っ
と
住
み

続
け
た
い
と
思
う
ま

ち
づ
く
り
が
自
分
た

ち
で
も
で
き
る
と
い

う
気
づ
き
を
得
た
経笹嶋さん発表の様子

記念品授与の様子会場応援の様子

　

部
長
会
議
を
６
月

19
日
水
戸
市
内
の
ホ

テ
ル
で
32
名
出
席
に

て
行
っ
た
。

　

宮
本
会
長
よ
り
、

「
部
員
増
強
運
動
で

昨
年
度
茨
城
県
女

性
部
は
１
０
７
名
の

純
増
で
あ
っ
た
。
女

性
部
の
み
な
さ
ん
が

頑
張
っ
て
く
れ
た
の

で
こ
の
よ
う
な
素
晴

ら
し
い
結
果
に
な
っ

た
」
と
あ
い
さ
つ
。

そ
の
後
、
宮
本
会
長

が
議
長
と
な
り
、
議

事
に
入
っ
た
。

　

今
後
の
県
女
性
連

事
業
に
つ
い
て
、
12

月
９
日
に
第
２
回

レ
デ
ィ
ー
ス
カ
レ
ッ

ジ
、
２
月
５
日
に
主

張
発
表
大
会
を
行

う
予
定
で
あ
る
と
説

明
。
ま
た
、
若
手
女

性
部
員
を
対
象
と
し

た
講
座
を
10
月
28
日

つ
く
ば
市
で
の
開
催

を
予
定
し
て
い
る
。

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
仲

間
と
の
出
会
い
や
交

流
を
通
し
て
、
更
な

る
活
躍
へ
の
ス
テ
ッ

プ
と
な
る
よ
う
企
画

中
で
あ
る
。

　

今
年
度
の
事
業
計

画
に
各
ブ
ロ
ッ
ク
が

地
域
を
盛
り
上
げ
る

「
お
も
て
な
し
交
流

事
業
」
の
プ
ラ
ン
作

成
が
あ
る
。
２
月
の

主
張
発
表
大
会
後
に

部
員
研
修
会
を
開
催

す
る
が
、
今
年
度
は

各
ブ
ロ
ッ
ク
が
練
り

上
げ
た
「
お
も
て
な

し
プ
ラ
ン
発
表
会
」

を
行
う
。
こ
の
「
お

も
て
な
し
交
流
事

業
」
を
通
し
て
、
各

ブ
ロ
ッ
ク
が
地
域
活

性
化
の
ア
イ
デ
ア
を

創
出
し
、
茨
城
県
女

性
部
創
立
50
周
年
に

は
各
商
工
会
が
主
体

と
な
る
プ
ラ
ン
を
一

つ
ず
つ
実
現
し
て
い

く
こ
と
を
目
指
す
。

　

部
員
増
強
運
動
に

つ
い
て
、
令
和
６
年

度
商
工
会
女
性
部
部

員
増
強
運
動
年
間
１

位
で
あ
る
常
陸
大
宮

市
商
工
会
女
性
部
石

井
部
長
、
加
入
促
進

強
化
期
間
１
位
坂
東

市
商
工
会
女
性
部
古

谷
部
長
よ
り
、
部
員

増
強
に
向
け
た
具
体

的
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
お
話
い
た
だ
い

た
。

　

協
議
後
、
各
ブ

ロ
ッ
ク
で
お
も
て
な

し
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

行
っ
た
。
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
で
は
、
活
発

な
意
見
交
換
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
そ
の

後
の
発
表
で
は
各
ブ

ロ
ッ
ク
の
個
性
が
光

る
、
素
晴
ら
し
い
プ

ラ
ン
が
次
々
と
披
露

さ
れ
た
。
参
加
者
全

員
が
刺
激
を
受
け
、

大
い
に
盛
り
上
が

り
、
盛
況
の
う
ち
に

幕
を
閉
じ
た
。

部
長
会
議
を
開
催

部
長
会
議
を
開
催

石井部長（常陸大宮市）

グループワークの様子

古谷部長（坂東市）

開 催 日：12 月 9 日（火）　　開催場所：牛久市「中央生涯学習センター」

いばらきレディースカレッジ（２日目）のご案内

第１部　講演　テーマ「地方創生について（仮）」
【講　師】
別府溝部学園短期大学　温泉コンシェルジュコース
特任准教授 安達 美和子 氏

第２部　地方創生の取組事例発表
【講　師】
Kids Music　代表　水谷 充代 氏

物産展も併せて
開催！
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TEL　029-292-1021

　
土
浦
市
か
ら

は
『
陽
だ
ま
り

店
カ
イ
ロ
プ
ラ

ク
テ
ィ
ッ
ク
サ

ロ
ン
Ｎ
ｅ
ｅ
ｄ

ｓ
』
を
営
む
秋

山
ア
キ
子
さ

ん
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

秋
山
さ
ん
は
、
元

患
者
だ
っ
た
と
い
う

経
験
も
あ
り
、
お
一

人
お
ひ
と
り
の
ニ
ー

ズ
に
寄
り
添
い
、
丁

寧
な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
を
し
、
身
体
の
状

態
に
合
わ
せ
た
施
術

と
予
防
す
る
為
の
生

活
習
慣
の
見
直
し
を

行
い
、
健
康
美
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま

す
。

　
【
理
想
の
自
分

に
近
づ
く
お
手
伝

い
】
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
「
痛
み
や
不
調
の

改
善
だ
け
で
な
く
、

日
々
の
生
活
の
質
を

向
上
さ
せ
、
笑
顔

あ
ふ
れ
る
毎
日
を
実

現
で
き
る
よ
う
お
手

伝
い
さ
せ
て
い
た
だ

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

昭
和
四
十
四
年
八

月
に
創
業
し
、
親
子

二
代
で
営
ん
で
い
ま

す
。

　

野
球
用
品
や
サ
ッ

カ
ー
用
品
は
勿
論
、

ウ
ェ
ア
類
・
シ
ュ
ー

ズ
類
も
取
り
揃
え
て

い
ま
す
。

　

用
具
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
応
援

グ
ッ
ズ
、
ギ
フ
ト
用

品
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
用
具
な
ど
、ス
ポ
ー

ツ
全
般
を
取
り
扱
っ

て
い
る
お
店
で
す
。

　

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

雰
囲
気
で
、
常
に
地

域
密
着
を
目
指
し
、

幅
広
い
世
代
の
人
た

　

神
栖
市
か

ら「
㈱
ス
ポ
ー

ツ
高
橋
」
を

営
む
二
代
目

髙
橋
眞
由
美

さ
ん
と
、
三

代
目
の
髙
橋

恵
理
さ
ん
を

き
ま
す
！
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で

ま
た
行
き
た
く
な
る

空
間
、
そ
し
て
安
心

し
て
通
え
る
サ
ロ
ン

で
す
。

あんな店
こんな店

　

茨
城
町
小
鶴
に
昭

和
二
年
に
開
業
し
た
、

昔
か
ら
の
古
い
お
店

で
す
。
最
初
は
小
間

物
店
と
し
て
始
め
ま

し
た
が
、
今
は
飯
田

屋
化
粧
品
店
と
し
て
、

化
粧
品
と
文
具
を
主

に
取
り
扱
っ
て
い
ま

す
。
最
近
は
大
型
店

が
ど
ん
ど
ん
出
来
て
、

色
々
と
大
変
な
所

は
あ
り
ま
す
が
、
小

さ
な
地
域
に

密
着
し
た
店

と
し
て
日
々

活
動
し
て
い

ま
す
。
女
性

が
永
（
と
わ
）

に
美
し
く
健

康
で
生
き
ら

れ
ま
す
様
に

願
い
な
が
ら
、

娘
と
二
人
で

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　

近
頃
は
、
お
一
人

様
の
方
や
御
近
所

様
が
居
な
い
方
な

ど
、
お
店
で
お
買
物

を
し
た
あ
と
色
々
と

体
の
お
悩
み
や
お
料

理
の
話
な
ど
を
し
て
、

す
っ
き
り
し
た
心
地

で
お
帰
り
に
な
る
方

も
多
い
様
で
す
。

　
“
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
せ
”“
あ
り
が
と

　

創
業
１
１
２
年
、

高
萩
市
随
一
の
老
舗

菓
子
店
「
永
寿
堂
」

さ
ん
を
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

長
年
に
わ
た
り
親

し
ま
れ
て
き
た
永
寿

堂
の
看
板
商
品
と
い

え
ば
全
国
菓
子
博
覧

会
に
て
名
誉
総
裁
高

松
宮
賞
を
受
賞
し
た

「
八
千
代
お
こ
し
」。

君
が
代
の
歌
詞
に
ち

な
ん
で
名
づ
け
ら

れ
、
末
永
い
繁
栄
へ

の
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
る
高
萩
市
定
番

の
お
土
産
物
で
す
。

　

現
在
は
先
代
の
想

い
を
受
け
継
い
だ
女

性
部
員
で
も
あ
る
代

表
が
店
を
切
り
盛
り

し
、
伝
統
の
味
や
製

法
を
守
り
な
が
ら
も
、

時
代
に
合
わ
せ
た
工

夫
を
日
々
重
ね
て
い

ま
す
。
既
存
商
品
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ

ン
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

や
店
内
の
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
な
ど
若
い
世
代

に
も
手
に
取
り
や
す

い
工
夫
が
随
所
に
。

ま
た
、
季
節
感
を
取

入
れ
た
商
品

を
展
開
し
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
通
じ

た
情
報
発
信

に
加
え
、
高

萩
市
内
外
の

イ
ベ
ン
ト
や

マ
ル
シ
ェ
に

積
極
的
に
出

店
す
る
こ
と

で
、
幅
広
い

世
代
に
ア
プ

う
ご
ざ
い
ま
し
た
”

の
言
葉
が
聞
か
れ

な
い
お
店
も
多
い
中
、

私
共
の
小
さ
な
お
店

は
心
あ
た
た
ま
る
人

間
関
係
を
持
っ
て
つ

づ
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

美
ア
ッ
プ
を
心
が

け
て
お
肌
の
エ
ス
テ

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
湯
浅　
美
恵　
記
）

永寿堂
住所：高萩市安良川 679　電話：0293-22-2002

営業時間：９時～19 時　定休日：日曜日
HP：https://www.eijudou.com

ロ
ー
チ
し
て
い
ま
す
。

　

変
わ
ら
ぬ
味
に
新

し
い
風
を
吹
き
込
み

な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

も
地
域
に
愛
さ
れ
る

存
在
と
し
て
歩
み
続

け
て
い
る「
永
寿
堂
」

に
高
萩
方
面
に
お
越

し
の
際
に
は
是
非
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

（
上
野　
真
規
子　
記
）

張り切り張り切り
美　　人美　　人

ち
と
繋
が
る
よ
う
、

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む

人
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
る
人
を
応
援
す
る

こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

お
客
様
の
笑
顔
や「
あ

り
が
と
う
」
の
言
葉

を
頂
け
る
よ
う
心
掛

け
て
お
り
ま
す
。

　

神
栖
市
に
お
越
し

い
た
だ
い
た
際
に

は
、
ご
来
店
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

（
大
塚　
良
江　
記
）

　

理
想
の
自
分
に
な

る
た
め
の
第
一
歩

を
、
秋
山
さ
ん
と
一

緒
に
踏
み
出
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？

（
小
見　
ひ
ろ
み　
記
）
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小
美
玉
市
商
工
会
女

性
部
は
、
恒
例
の
「
さ

く
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

に
参
加
致
し
ま
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
来

場
者
も
最
高
。

　

女
性
部
も
『
お
稲
荷

さ
ん
』
や
『
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
』
の
販
売
で
忙

し
く
座
る
暇
も
あ
り
ま

せ
ん
。
賑
わ
い
の
中
、

早
々
と
完
売
。

　

売
上
は
、
役
員
会
で

決
め
た
通
り
社
会
福
祉

協
議
会
へ
寄
付
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
５
月
に
な
り
移
動
総

会
・
日
帰
り
研
修
で
す
。

　

バ
ス
の
中
で
の
総
会

は
慎
重
な
る
審
議
、
議

案
す
べ
て
承
認
い
た
だ

き
終
了
。

　
そ
の
後
の
研
修
地
は

京
成
バ
ラ
園
と
葛
西
臨

海
水
族
館
で
す
。

　

普
段
忙
し
く
働

い
て
い
る
私
た
ち

に
、
甘
い
香
り
と

色
と
り
ど
り
の
美

し
い
薔
薇
で
心
が

癒
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
さ
に
、『
桜
か

ら
薔
薇
へ
』
華
や

か
で
魅
力
あ
ふ
れ

る
女
性
部
員
の
よ

う
で
す
。
昼
食
は

「
ヒ
ル
ト
ン
東
京

ベ
イ
ホ
テ
ル
」
で

中
華
の
コ
ー
ス
を

頂
き
葛
西
臨
海
水
族
館

を
見
学
し
帰
路
へ
。
帰

り
の
バ
ス
の
中
で
は
、

話
に
花
が
咲
き
、
楽
し

い
楽
し
い
部
員
交
流
が

で
き
一
日
を
過
ご
す
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

（
宮
川　
綾
子　
記
）

　

か
す
み
が
う
ら
市

商
工
会
女
性
部
で
は
、

５
月
10
日
～
11
日
に

移
動
総
会
を
兼
ね
て

伊
香
保
温
泉
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
高
崎
の

ホ
テ
ル
で
美
味
し
い

ラ
ン
チ
を
と

り
、
早
め
に
伊

香
保
温
泉
「
ホ

テ
ル
木
暮
」
に

到
着
し
、
温
泉

と
階
段
街
を

散
策
し
て
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し

た
。
夜
の
宴
会
で
は

話
も
弾
み
、
カ
ラ
オ

ケ
で
大
い
に
盛
り
上

が
り
、
部
員
さ
ん
た

ち
の
親
睦
が
深
ま
っ

た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
次
の
日
は
、
埼

玉
県
の
国
宝
「
妻
沼

聖
天
様
」
の
煌
び
や

か
な
本
殿
を
観
覧

し
、
目
の
保
養
を
し

て
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
年
も
８

月
16
日
に
霞
ヶ
浦
湖

畔
の
歩
崎
公
園
で

「
あ
ゆ
み
祭
り
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
は
台
風
の
影
響

で
中
止
に
な
り
ま

し
た
が
、
今
年
は

女
性
部
と
し
て
出

店
し
、
か
き
氷
、

ホ
ッ
ト
ド
ッ
ク
等

を
販
売
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
環

境
に
配
慮
し
た
取

り
組
み
と
し
て
、

部
員
が
品
物
を
持

ち
寄
り
バ
ザ
ー
も

実
施
し
ま
し
た
。

来
年
も
開
催
さ
れ

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

（
宮
内　
秀
美　
記
）

　

わ
た
し
た
ち
鹿
嶋

市
商
工
会
女
性
部

は
、
部
員
78
人
で
活

動
を
し
て
お
り
ま

す
。

　

今
年
で
５
回
目
の

開
催
と
な
る
ト
リ
ッ

ク
ア
ー
ト
展
で
、
私

た
ち
女
性
部
員
は
、

当
日
の
イ
ベ
ン
ト
運

営
を
中
心
的
に
活

動
し
ま
し
た
。「
明

る
く
楽
し
く
、
和
を

も
っ
て
」
と
い
う
合

言
葉
を
胸
に
、
市
内

外
か
ら
来
場
さ
れ
た

皆
さ
ま
に
笑
顔
で
対

応
し
、
イ
ベ
ン
ト
全

体
を
盛
り
上
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
市
制
施
行

30
周
年
の
節
目
と
い

う
特
別
な
年
で
も
あ

り
、
地
元
鹿
嶋
の
魅

力
を
存
分
に
感
じ
て

い
た
だ
け
る
接
遇
を

目
指
し
ま
し
た
。
今

年
は
経
験
豊
富
な
メ

ン
バ
ー
に
加
え
、
新

入
部
員
も
積
極
的
に

参
加
し
、
部
員
間
で

多
様
な
視
点
と

協
力
が
生
ま
れ

る
イ
ベ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
。

５
年
目
の
今
年

は
コ
ロ
ナ
禍
を

乗
り
越
え
た
経

験
を
通
じ
て
、

地
域
の
絆
の
大

切
さ
を
再
確
認

し
、
よ
り
一
層

地
域
へ
の
貢
献
に
力

を
注
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
経
験

を
生
か
し
、
こ
れ
か

ら
も
地
域
に
貢
献
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
を
部

員
一
丸
と
な
っ
て
作

り
上
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
溝
口　
恵
子　
記
）

小美玉市商工会女性部

満開の桜から薔薇の季節の中

　

龍
ケ
崎
市
商
工
会

女
性
部
は
令
和
７
年

３
月
29
日
に
市
内
で

開
催
し
た『
２
０
２
５

た
つ
の
こ
や
ま
桜
ま

つ
り
』
で
の
“
Ｒ
Ｙ

Ｕ
と
ぴ
あ
音
頭
コ
ン

テ
ス
ト
”
に
お
い
て
、

７
団
体
中
３
位
に
入

る
踊
り
を
披
露
し
ま

し
た
。
こ
の
“
Ｒ
Ｙ

Ｕ
と
ぴ
あ
音
頭
”
は

25
年
以
上
前
に
女
性

部
が
著
名
な
方
に
作

詞
作
曲
を
依
頼
し
て

完
成
し
た
も
の
。
近

年
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
で

披
露
す
る
機
会
に

恵
ま
れ
な
か
っ
た
中
、

こ
の
度
“
Ｒ
Ｙ
Ｕ
と

ぴ
あ
音
頭
コ
ン
テ
ス

ト
”
と
し
て
復
活
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
お
そ
ろ
い
の
衣

装
で
若
い
部
員
が
先

輩
部
員
に
踊
り
を
教

え
て
も
ら
い
、

当
日
は
参
加

し
た
子
ど
も

た
ち
も
加
わ

り
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
に
な

り
ま
し
た
。
先

輩
方
が
街
お

こ
し
と
し
て

始
め
た
盆
踊

り
は
、“
龍
ケ

崎
コ
ロ
ッ
ケ
「
ま
い

ん
コ
ロ
ッ
ケ
」”
に
思

い
が
つ
な
が
り
、
今

で
は
龍
ケ
崎
市
を
代

表
す
る
文
化
と
な
り

ま
し
た
。
地
元
を
愛

す
る
思
い
は
変
わ
ら

ず
、
必
要
と
さ
れ
る

女
性
部
活
動
に
今
後

も
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
た
皆
さ
ん
で
し

た
。

（
成
島　
久
美
子　
記
）

龍ケ崎市商工会女性部
『街おこしで始めた盆踊りを復活！』

　
「
鎬（
し
の
ぎ
）の
器
」

　

坂
東
市
観
光
交
流

セ
ン
タ
ー
「
秀
禄
」

に
於
い
て
、「
も
の

づ
く
り
の
世
界
」
を

堪
能
し
ま
し
た
。
講

師
は
、
新
規
部
員
で

あ
り
ま
す
「
ば
ん
ど

う
陶
芸
教
室
」
代
表

の
赤
羽
根
友
里
香
氏

で
す
。
今
回
は
、
初

心
者
向
け
の
「
鎬
模

様
の
お
皿
」
を
作
り

ま
し
た
。
赤
土
に
触

れ
、
形
を
生
み
出
す

時
の
集
中
力
と
達
成

感
、
手
仕
事
の
温
も

り
、
稜
線
を
際
立
た

せ
て
作
る
独
特
の
模

様
の
美
し
さ
に
感
動

し
ま
し
た
。
同
じ
材

料
で
も
、
一
つ
一
つ

の
異
な
る
趣
に
、
喜

び
と
楽
し
さ
を
感
じ

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
味
わ
い
の
あ
る
作

品
で
、
職
場
や
家
庭
、

地
域
を
明
る
く
活
性

化
し
ま
す
。

　

楽
し
く
働

き
、
楽
し
く
暮

ら
せ
る
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

作
り
の
為
に
、

各
々
の
多
様

な
キ
ャ
リ
ア
生

か
し
、
新
し
い

時
代
の
流
れ

も
力
に
取
り

入
れ
な
が
ら
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
環
境
づ
く

り
に
努
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
古
谷　
直
美　
記
）

　
日
立
市
十
王
商
工
会

女
性
部
は
、
毎
年
地
元
の

夏
ま
つ
り
参
加
し
て
お
り

ま
す
。
今
年
は
30
回
目
、

令
和
７
年
８
月
３
日
の
午

後
１
時
か
ら
８
時
ま
で
行

い
ま
し
た
。
私
達
女
性
部

は
、
カ
キ
氷
屋
さ
ん
を
出

店
し
て
協
力
し
ま
し
た
。

　
準
備
は
午
前
11
時
こ
ろ

か
ら
始
め
ま
し
た
の
で
12

時
頃
に
は
早
々
子
供
達
が

並
び
出
し
待
た
せ
る
の
も

か
わ
い
そ
う
だ
と
思
い
販

売
を
始
め
ま
し
た
。
今
年

の
夏
は
今
ま
で
以
上
に
猛

暑
で
あ
り
、
ま
し
て
花
火

大
会
も
中
止
と
な
っ
て
い

ま
し
た
の
で
人
が
集
ま
る

か
と
て
も
不
安
で
し
た
。

そ
れ
と
部
員
た
ち
も
高
齢

化
で
心
配
で
し
た
が
、
い

ざ
始
ま
る
と
、
親
子
連

れ
、
友
達
同
士
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
孫
と
一
緒
に
並
び
長
蛇

の
列
を
見
る
こ
と
に
な
る

と
疲
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

忘
れ
一
生
懸
命
か
き
氷
を

作
っ
て
い
る
姿
が
あ
り
ま

し
た
。
お
客
様
が
、
出
来

上
が
っ
た
か
き
氷
見
て
う

れ
し
そ
う
に
ほ
う
ば
っ
て

い
る
顔
を
見
る
こ
と
が
出

来
や
っ
て
よ
か
っ
た
と
嬉

し
く
な
り
ま
し
た
。
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て

毎
年
思
う
こ
と
で
は
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
だ
け
の
人

が
、
会
場
廻
り
を
楽
し
そ

う
に
歩
い
て
い
る
姿
は
こ

の
お
祭
り
の
日
以
外
は
見

る
こ
と
が
出
来
な
い
と
思

い
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
、
私
た
ち
の

町
も
未
来
が
あ
る
と
感

じ
、
女
性
部
員
と
の
交
流

も
深
め
て
地
域
の
発
展
に

も
協
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
上
野　
真
規
子　
記
）

女
性
部
と
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

部
員
の
親
睦
が
深
ま
っ
た「
移

動
総
会
」

日
立
市
十
王
商
工
会
女
性
部

か
す
み
が
う
ら
市
商
工
会
女
性
部

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

坂
東
市
商
工
会
女
性
部

～女性部が目指すもの～～女性部が目指すもの～

地
域
を
盛
り
上
げ
る
女
性
部
の
パ
ワ
ー
！

鹿
嶋
市
商
工
会
女
性
部


